
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

実質化された人・農地プラン 

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

板野町

板西地区
（大坂北、大坂南、中屋敷、山下、
吹田口郷、乾、大寺南、岡ノ宮、
高樹、大寺中、大寺西、大寺辻、
東大寺、門井、川端奥、若王寺、
諏訪、川端東、新田）

平成25年3月22日 令和5年3月1日

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

ha

ha

32

1.7

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計

239

206

65

ha

ha

ha

ha

16

（備考）

 今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積よりも、７５才以上で後継者が定まっていない耕作面積の方
が17.7ha多く、新たな農地の受け手の確保が必要。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　認定農業者26、認定農業者法人4の合計30経営体が中心となり農地を利用し、話し合いにより集約を促進して
いく。



（参考）　中心経営体

経営面積 経営面積

(ａ) (ａ)

1 認農 板西 水稲・露地野菜 388 水稲・露地野菜 488 川端・大寺
2 認農 板西 水稲・露地野菜 463 水稲・露地野菜 463 川端・大寺
3 認農 板西 露地野菜 168 露地野菜 178 大寺
4 認農 板西 露地野菜・果樹 196 水稲・露地野菜・果樹 196 川端
5 認農 板西 露地野菜 76 露地野菜 163 川端・大寺
6 認農 板西 水稲・花き・たばこ 406 水稲・花き・たばこ 406 吹田
7 認農 板西 露地野菜 27 露地野菜 87 川端
8 認農 板西 水稲・肉用牛 334 水稲・肉用牛 334 川端
9 認農 板西 露地野菜 196 露地野菜 205 大寺

10 認農 板西 水稲・露地野菜・果樹 126 水稲・露地野菜・果樹 176 川端
11 認農 板西 水稲・露地野菜 240 水稲・露地野菜 240 大寺
12 認農 板西 水稲・露地野菜 473 水稲・露地野菜 523 川端・大寺
13 認農法 板西 育苗 10 育苗 10 大寺
14 認農 板西 露地野菜 171 露地野菜 261 川端・大寺
15 認農 板西 水稲・露地野菜 181 水稲・露地野菜 217 川端・大寺
16 認農 板西 水稲・露地野菜 367 水稲・露地野菜 434 大坂・吹田
17 認農 板西 露地野菜 447 露地野菜 553 川端・大寺
18 認農 板西 水稲・露地野菜・果樹 245 水稲・露地野菜・果樹 319 川端・大寺
19 認農 板西 水稲・露地野菜 206 水稲・露地野菜 581 川端・大寺
20 認農法 板西 露地野菜 459 露地野菜 655 川端・大寺
21 認農 板西 露地野菜 402 露地野菜 458 川端・大寺
22 認農 板西 水稲・露地野菜 178 水稲・露地野菜 278 川端
23 認農法 板西 水稲・肉用牛・果樹 380 水稲・肉用牛・果樹 416 川端
24 認農法 板西 育苗 185 育苗 185 川端・大寺
25 認農 板西 野菜 100 野菜 100 川端・大寺
26 認農 板西 果樹類 12 果樹類 12 大寺
27 認農 板西 肉用牛 18 肉用牛 18 川端
28 認農 板西 水稲・露地野菜 162 水稲・露地野菜 289 川端
29 認農 板西 水稲・露地野菜 27 水稲・露地野菜 27 大寺
30 認農 板西 果樹類 49 果樹類 79 川端

30世帯 6,692 8,351

今後の農地の引き受けの意向

農業を営む範囲

経営作目 経営作目

合計

属性 地区番号

現状



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（参考）　農地の貸付け等の意向（任意記載事項）

1 板野町大寺字泉口５３－２

2 板野町大寺字泉口５４－１

3 板野町大寺字泉口５９

4 板野町大寺字泉口６４

5 板野町大寺字辻３－１

6 板野町川端字露田２０－１

7 板野町川端字露田３６－２

8 板野町川端字門井６５－１

9 板野町川端字手崎３３－１

計

2,612

427

特産物の推進方針
　人参・レンコン等の特産品については、新品種の導入や農産物の加工などを行い高付加価値化を推進する。

後継者の育成方針
　地域全体で後継者の育成に努めていくと共に、新規就農の促進を図る。

鳥獣被害防止対策の取り組み方針
　猟友会と協力し鳥獣捕獲を継続すると共に、侵入防護柵が未整備の地域においては整備を進めていく。

農地の所在（地番）
貸付け等の区分（㎡）

貸付け 作業委託 売渡

農地の貸付け等の意向
　　中間管理機構へ貸付希望として登録を推進する。
　　貸付けの意向が確認された農地は、9筆、6,848㎡となっている。

412

301

1,255

485
565
622

169

6,848

農地中間管理機構の活用方針
　　将来の経営農地の集約化を目指し、農地の所有者は出し手・受け手に関わらず中間管理機構への登録を推
進する。


